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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：サブユニットあたり1つの亜鉛イオンと結合します。,補因子：マグネシウム。,機能：環境ストレスやサイトカインへの応答において役割を果たす可能性があります。EIF4Eをリン酸化することで転写を制御し、7-メチルグアノシンを含むmRNAキャップに対するこのタンパク質の親和性を高めます。,PTM：Thr-244とThr-249の二重リン酸化がキナーゼを活性化します。Thr-379のリン酸化がキナーゼを活性化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：モノマー。EIF4G1およびEIF4G2のC末端領域と相互作用します。脱リン酸化ERK1およびERK2にも結合する。アイソフォーム2はESR2と相互作用する。,組織特異性：検査した全ての組織において普遍的に発現する。アイソフォーム2はアイソフォーム1よりも卵巣で高いレベルで発現する。,
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	マウス肝臓のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

